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人材マネジメントシステム構築、運用業務委託仕様書 

 

１ 件名 

人材マネジメントシステム構築、運用業務       

 

２ 目的 

現在、神奈川県立病院機構（以下「当機構」という。）は組織理念の実現や組織力の向上等

に向け、人材マネジメントの観点を踏まえた人事管理に取り組み、令和５年度に本部事務局及

び足柄上病院で人材マネジメントシステムを導入した。令和６年度は、令和５年度と同じシス

テムを使用し、当機構の常勤職員全体に対象拡大および機能の拡大を図り業務効率化を図る。 

 

３ 契約期間 

令和６年４月１日から令和７年３月31日 

構築期間   令和６年４月１日から令和６年６月 30日 

運用期間   令和６年７月１日から令和７年３月 31日 

 

４ 対象システム 

 ・人材マネジメントシステム（以下：カオナビ） 

   システム名称：カオナビ  

サービス提供会社：株式会社カオナビ  

 

５ 基本システムプランおよびオプション機能 

 ・基本プラン   ストラテジープラン 

 ・追加オプション データ安心パック、退職者オプション、ワークフロー 

 ・ライセンス数  令和６年４月１日～令和６年６月30日   450人  

          令和６年７月１日～令和７年３月31日 2,700人  

 

６ 病院所在地および職員数 

 当機構の所在地および職員数は以下のとおり          （令和５年４月１日現在） 

所属名称 職員数（常勤） 住所 

本部事務局 50人 神奈川県横浜市中区本町2-22京阪横浜ビル4階 

足柄上病院 341人 神奈川県足柄上郡松田町866-1 

こども医療センター 891人 神奈川県横浜市南区六ッ川2-138-4 

精神医療センター 318人 神奈川県横浜市港南区芹が谷2-5-1 

がんセンター 719人 神奈川県横浜市旭区中尾2-3-2 

循環器呼吸器病センター 297人 神奈川県横浜市金沢区富岡東6-16-1 
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７ 期間と対象人数について 

  令和６年４月～令和６年６月 約450人  

対象：常勤職員 

所属：本部事務局、足柄上病院 

  令和６年７月～令和７年３月 約2,700人  

対象：上記常勤職員450人に、2,250人を追加 

所属：本部事務局、足柄上病院 

こども医療センター、精神医療センター、がんセンター、循環器呼吸器病センター 

 

８ 業務内容 

主な業務内容は次のとおりとする。 

（1）令和５年度に実施した設定を実施業者から引継ぎを行い、再構築すること 

（2）カオナビの設定および構築および運用支援（プロファイルブック、スマートレビュー、 

ワークフロー、配置シミュレーション等のカオナビの設定および業務効率化における相談 

支援および今後の拡張予定の機能についてのコンサルティング）を行うこと。 

（3）カオナビと当機構の人事給与システム（システム概要は下記参照） との連携構築を行

うこと。 

（4）人事給与システム等について、当機構システム担当者に、連携頻度、項目、連携方式等

をヒアリングし、連携の実装方法を要件定義、設計すること。設計したうえで、システム

連携の最適化を図り、システム運用やオペレーション等に負担のかからない、自動連携機

能を実現させること。 自動連携のインフラ基盤の構築、連携アプリケーションの設計、

開発、テスト、リハーサル等を実施すること。 

（5）当機構は職員間の情報管理で Microsoft365を導入している。そのユーザー認証機能で 

ある Microsoft Entra IDを利用して、カオナビへのログインは Microsoftアカウントを 

利用したシングルサインオンを実現させること。 

（6）契約期間に１名以上の担当者がつき、平日の９時から 17時 15分までの間において、 

管理ユーザーなどの特定の職員から、電話、メールでの問い合わせに対応することがで 

きること。 

（7）今年度から新規導入する所属において、職員向けのシステム操作方法の集合研修をそ 

れぞれ 1回以上行うこと。また、本部事務局においては、管理者ユーザー向けの操作説明 

を行うこと。 

（8）操作マニュアルの提供を行うこと。マニュアルは当機構の業務に応じた管理者向け、ユ

ーザー向けを作成すること。 

（9）構築作業後は、結果をまとめた「データセットアップ結果報告書」（名称は問わない） 

を当機構が指定する期日までに提出すること。 

（10）設定した情報を詳細に記載した設計書を納めること。 
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９ 前提条件 

（1）今回の対象は常勤職員約2,700名。そのうち約450名については昨年度データ登録して    

いるものを使用する。 

(2) カオナビ（プロファイルブック）に登録する情報は、人事給与システムで保有している。

（氏名、年齢、性別、採用年月日、職種、所属、職名、職員番号、発令等） 

人事給与システム 

名称 

ベンダ 購入病院 バージョン 

COMPANY ㈱WorksHumanIntelligence 

 

全所属 CJK（人事情報登録、給与計

算）Ver6.7.2 

 

(3) スマートレビューで使用する人事評価シート（４種類、29シート）および人事評価のル

ートは、第１次評価者、第２次評価者までを基本とする。令和５年度設定しているものを、

既存事業者から引継ぎ（課題も含む）を行い、令和６年度に課題も考慮して再設定すること。 

  (4)職員が所有している資格について（医師、看護師、その他職種）、ワークフロー機能で、

職員等が申請し、所属総務課等が確認または承認できるように設定すること。 

  (5)職員の人事異動について、本部人事部職員等が、人事異動に関する作業が効果的に操作で

きるように配置シミュレーション機能の操作説明等を行うこと。 

(6) 連携サーバ環境について、現行の人事給与システムからカオナビへのデータ連携につい 

ては、当機構が運用しているオンプレミスの人事給与システムサーバーから出力されたデ 

ータをカオナビへ自動連携する仕組みを構築すること。 

 

10 スケジュール 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マイルストーン

プロファイルブック

スマートレビュー

ワークフロー

配置シミュレーション

シングルサインオン機能

自動連携機能

設計・構築

運用

データ取込

研修会

設計・構築

テスト

設計・構築

運用

テスト

研修会

研修会

運用

・キックオフ ・スマートレビュー

操作練習

・スマートレビュー

本稼働

設計・構築

運用

運用

テスト
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11 委託業務要件 

   (1) 業務実績 

本システムと本システム以外のシステム間におけるデータ連携の企画、検討、構築に 

関して、十分な実績、体制を有しており対応が可能であること。 

（2）体制の確立 

本調達受託者は本業務遂行にあたって、プロジェクト管理スキルを有したプロジェクト

管理者と、必要なスキルを有するメンバーを配した十分なプロジェクト体制を整えるこ

と。また役割分担を明確にしたプロジェクト体制表を作成し、当機構へ提示すること。 

（3）計画の策定 

本調達受託者は、当機構の指示に基づき、プロジェクト計画書、管理要領（様式含む）、

全体スケジュールの案を作成し、当機構の承認を受けること。 

（4）業務遂行方法 

① 本調達受託者は、作成したプロジェクト計画書に基づいて、本業務の各工程におい

て、プロジェクト管理を的確に実施すること。 

② 本調達受託者は、作成したプロジェクト計画書に基づき、進捗状況及び課題状況を

取りまとめ、定例会で当機構へ報告を行うこと。 

③ 進捗に遅れが生じた場合は速やかに当機構に報告し、是正措置を講じること。 

④ 本調達受託者は適宜、業務の進捗状況や業務遂行にあたっての課題状況をプロジェ

クト計画書に基づき定期的に報告することとし、「表１ 会議体」の会議体を設けてシス

テム設計構築業務を遂行すること。 

⑤ 本調達受託者は、当機構と定例会を開催する。業務の進捗状況及び課題状況をプロジ

ェクト計画書に基づき報告すること。開催頻度は、当機構と協議の上決定すること。 

⑥ 当機構から要請があった場合、又は、本調達受託者が必要と判断した場合、必要資

料を作成の上、定例会とは別に会議を開催すること。 

⑦ 本調達受託者は、会議終了後５営業日以内に議事録を作成し、当機構の承認を受ける

こと。 

 

表１ 会議体 

項

番 

会議名 目的 頻度 

1 キックオフ会議 プロジェクト開始に伴い、プロジェクト推進方法や体

制の確認等を行う。 

1 回 

2 要件確認会議 本システムの各機能の要件定義や基本設計等の設計内

容、仕様の検討及び検討内容の承認を行う。 

適宜 

 

3 

 

定例会 システム設計構築業務の進捗状況の報告及び課題、懸

案事項の検討を行う。 

月２回 

4 プロジェクト完了報告会議 システム構築の完了に伴い、プロジェクトにおける成

果や課題の確認等を行う。 

1 回 
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12 その他 

（1）本業務に係る打ち合わせ及び協議について当機構が求める際に随時行うこととし、その内

容については受託者が記録し、相互に確認するものとする。 

（2）本仕様書に定めのない事項については、双方で協議の上、定めるものとする。 

 

 

 

 

 


